












就任し 99 年の定年まで勤めた。この間、65 ～ 67 年には客員研究員として
イェール大学に滞在し、ロバート・A・ダール（1915 ～ 2014 年）に師事し、
当時はじまったばかりであった大型コンピューターを使った解析に取り組ん
だ。1977 ～ 79 年に日本平和学会副会長、1980 ～ 82 年には日本政治学会常






























⑵　駿河台大学法学部の紀要『駿河台法学』（第 19 巻第 1号）に 15 ページにわたって掲
載されている。

















































（15 ～ 16 世紀）にともなう「転び」にあるとしている。つまり、国家を超
える思想原理を、日本という風土的・民族的な原理の名において否認すると
いう論理において、後世転向史の原型を形作っていると考えたのだった⑻。





⑺　思想の科学研究会編『共同研究　転向 1　戦前篇』、平凡社、2012 年、323 ～ 392 頁
に収録されている。
















































































































11 月 27 日、於：池袋キャンパス、http://www.rikkyo.ac.jp/feature/sympo/2010/























⒀　李伭成宛私信（2004 年 4 月 25 日）および鶴見俊輔宛私信（同 5月 19 日）「あしが


















京極純一（1924 ～ 2016 年）と鶴見俊輔、東大法学部での指導教授であった



























































































































⒅　埼玉県嵐山町議会議員渋谷とみこさんへの電話でのインタビュー（2015 年 11 月 16
日）による。















































高畠の考える平和研究 Peace Research は、平和を実現するための応用科
学であった。彼は、立教大学法学部で「平和研究」講義を 1991 ～ 97 年の間
に担当していた22。この講義の中で高畠は、世界の平和を国内政治過程から
捉え、受講生に自らの住む社会で平和のために実践することを求めている。


















2001 年 9 月 11 日に米国で起こった同時多発テロ事件に対する、米軍・有










23　高畠『生活者の政治学』、65 ～ 66 頁。
24　高畠『政治学への道案内』講談社、2012 年、84 頁。
































しない政治が強化されてきた。2014 年 7 月 1 日の閣議決定による憲法の解

















ンポジウム（2015 年 10 月 25 日）で、「良質な専門家ほど、世間一般に影響
を及ぼす発言には慎重になる。だが、人々の運命を左右するような時に『危
26　「SEALDs（自由と民主主義のため学生緊急行動）」ホームページ。http://www.
sealds.com/（2017 年 10 月 30 日閲覧）2012 年特定秘密保護法案への反対運動から活
動を始めていた。2016 年 8 月 15 日、活動に区切りをつけ解散した。
27　「安全保障関連法に反対する学者の会」ホームページ。http://anti-security-related-















―　　　　　　　　　 『高畠通敏集 2　政治の発見』岩波書店、2009 年
―　　　　　　　　　 『高畠通敏集 3　現代日本の選挙』岩波書店、2009 年
―　　　　　　　　　 『高畠通敏集 4　現代政治の構造転換』岩波書店、2009 年







通敏の眼」早野透、吉岡忍、2010 年 11 月 27 日於：池袋キャンパス、http://www.
rikkyo.ac.jp/feature/sympo/2010/hougaku01.html　（2014 年 3 月 3 日閲覧）
堀豊彦『デモクラシーと抵抗権』東京大学出版会、1988 年
付記　本稿は、拙稿「高畠通敏－平和研究としての市民政治学」初瀬龍平・戸田真紀子・
松田哲・市川ひろみ編『国際関係論の生成と展開－日本の先達との対話』2017 年、206
～ 218 頁に、紙幅の都合上割愛した部分を加筆し、修正したものである。
